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該当しない項目には二重線を引く。 

実際に届け出る日を 

記入する。 

（郵送の場合は発送日） 

＜法人の場合＞ 

次の事項を記入する。 

・法人の所在地、名称 

・代表者の職名・氏名 

＜個人の場合＞ 

事業主の住所、氏名を記入する。 

水濁法施行令別表第一の号番号

と名称を記入する。 

無にチェック☑する。 

該当しない欄には斜線を引く。 

水質汚濁防止法第 5条第 1項（特定施設設置届出書）  

記載例（日平均排水量 10㎥未満の小規模簡易宿所） 
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該当しない欄には斜線を引く。 

◎この記載例で説明している書類のほか、県別紙様式第 1「届出書の概要」 

の添付書類が必要です。 
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  全施設のうちから当該施設を特

定するために用いている番号、

名称等を記入する。 

水濁法施行令別表第一

の号番号と名称を記入

する。 

 

メーカー、型式番号等

を記入する。 

構造や主要寸法を記載

する。 

施設を想定される最大

時間稼働させた場合の

能力を記入する。 

配置場所がわかる図面

を添付する。 

その他の必要事項を

記入する。 

 

それぞれの予定日を 

記入する。 
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全施設のうちから当該施設を特

定するために用いている番号、

名称等を記入する。 

水濁法施行令別表第一

の号番号と名称を記入

する。 

 

メーカー、型式番号等

を記入する。 

構造や主要寸法がわか

る図面（カタログ等）

の添付でもよい。 

施設を想定される最大

時間稼働させた場合の

能力を記入する。 

配置場所がわかる図面

を添付する。 

その他の必要事項を

記入する。 

 

施設をすでに設置して

いる場合は、「既設」

と記入する。 
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設置場所が分かる図面

を添付する。 

 

当該施設の使用用途を

記入する。 

通常の使用開始・終了

時間を記入する。 

通常の１日当たりの 

使用時間を記入する。 

施設の使用に季節的変

動がある場合に、その

概要を記入する。 

例：10月～12月のみ

使用する。 

施設おいて使用する原

材料（消耗資材を含

む。）の種類、使用方

法及び１日当たりの使

用量を記入する。 

１日当たりの使用量

は、通常の平均的な量

を記入する。 

施設から排出される汚

水等の量を記入する。 

別紙１と同じ内容を記入する。 

その他の必要事項を記

入する。 
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設置場所が分かる図面

を添付する。 

 

当該施設の使用用途を

記入する。 

通常の使用開始・終了

時間を記入する。 

通常の１日当たりの 

使用時間を記入する。 

施設の使用に季節的変

動がある場合に、その

概要を記入する。 

例：10月～12月のみ

使用する。 

施設おいて使用する原

材料（消耗資材を含

む。）の種類、使用方

法及び１日当たりの使

用量を記入する。 

１日当たりの使用量

は、通常の平均的な量

を記入する。 

施設から排出される汚

水等の量を記入する。 

別紙１と同じ内容を記入する。 

その他の必要事項を記

入する。 
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当該処理施設を特定する

ために用いている番号、

名称等を記入する。 

 

施設名称、メーカー、 

型式番号等を記入す

る。 

構造や主要寸法がわか

る構造図（カタログ

等）を添付する。 

d 
汚水等の集水及び汚水

等の処理施設までの導

水方法を記入する。 

事業場の全体配置図に

集水・導水経路を赤線

で明記した図面を添付

する。 

設置場所が分かる図面

を添付する。 

浄化槽の処理能力を記

入する。 

処理方法や排水処理の

系統（工程フロー）を

明記した書類（カタロ

グ等）を添付する。 

＜汚水等を浄化槽で処理する場合＞ 
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  前ページの続きです。 

排水口の位置、数及び

排出先を記入する。 

汚水等の処理によって

生ずる残さの種類及び

１月間の種類別生成量

並びにその処理の方法

の概要を記入する。 

当該処理施設を特定す

るために用いている番

号、名称等を記入す

る。 

 

汚水等の処理施設から

排出される汚水等の量

を記入する。 
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雨水専用の排水口で雨

天時以外には排水がな

い場合、「０」と記入

する。 

その他の必要事項を記

入する。 

排水口ごとに名称を付

け、添付図面に記入す

る。 

雨水排水口を含む全て

の排水口について記入

する。 

排水口から排出される

排出水の量を記入す

る。 
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次の内容が分かる図面を添付する。 

①事業場全体の敷地範囲と配置 

②用水系統（青色） 

③排水系統（赤色等） 

④雨水系統（緑色） 

⑤特定施設の設置場所 

⑥汚水等の処理施設の設置場所 

※各排水口の位置には、排水口番号を記入する。 

用水の使用用途を記入する。 用水の種類を記入する。 

例：上水道、井戸水など 

用水の使用量の通常量・最

大量を記入する。 



道路

側溝

No.4
合併処理浄化槽

No.２
洗濯施設

ト
イ
レ

別図（記載例：汚水等を浄化槽で処理する場合）

上水 ―
汚水 ―
雨水 ―

簡易宿所

No.１排水口 No.３排水口

敷
地
境
界

No.２排水口

No.３
入浴施設

No.１
ちゅう房施設

洗
面
所

※建物の平面図等を使用し、実際の施設の位置等を記載すること。
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汚水等を下水道に放流

する場合、処理を行わ

ないため斜線を引く。 

＜汚水等を下水道に放流する場合＞ 
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前ページの続きです。 

その他の必要事項を記

入する。 

 

汚水等を下水道に放流

する場合、処理を行わ

ないため斜線を引く。 
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雨水専用の排水口で雨

天時以外には排水がな

い場合、 

通常の欄に０と記入す

る。 

その他の必要事項を記

入する。 

排水口ごとに名称を付

け、添付図面に記入す

る。 

雨水排水口を含む全て

の排水口について記入

する。 
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次の内容が分かる図面を添付する。 

①事業場全体の敷地範囲と配置 

②用水系統（青色） 

③排水系統（赤色等） 

④雨水系統（緑色） 

⑤特定施設の設置場所 

⑥汚水等の処理施設の設置場所 

※各排水口の位置には、排水口番号を記入する。 

用水の使用用途を記入する。 用水の種類を記入する。 

例：上水道、井戸水など 

 

用水の使用量の通常量・最

大量を記入する。 



道路

側溝

No.２
洗濯施設

ト
イ
レ

別図（記載例：汚水等を下水道に放流する場合）

上水 ―
汚水 ―
雨水 ―

簡易宿所

下水道 No.２排水口

敷
地
境
界

No.１排水口

No.３
入浴施設

No.１
ちゅう房施設

洗
面
所

※建物の平面図等を使用し、実際の施設の位置等を記載すること。


